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　第49回全国学校体育研究大会は，福岡県福岡市を中心に行われることになりました。本大会開催のため

にご尽力いただきました文部科学省をはじめ，福岡県教育委員会，福岡市，久留米市，春日市，大野城市，

粕屋町の各教育委員会，福岡県学校保健体育研究会の方々，そして関係各位に，日本学校体育研究連合会を

代表して心から御礼申し上げます。

　さて，本大会では，「生涯にわたって運動に親しませ，体育的学力の確かな定着を図る体育授業の創造」

を研究主題に掲げています。この主題について少々考えてみたいと思います。まず「生涯にわたって運動に

親しむ人」とはどのような人々なのでしょうか。その日々とは，少なくとも運動の習慣を高齢であっても

もっているでしょう。彼らは，運動の本当の良さをつかんでいるでしょう。若い時に熱心にスポーツに取り

組んだからといって，中高年になっても習慣が継続するとはかぎりません。医者の不養生と同様，元スポー

ツマンの怠惰がめずらしくないと思います。生涯の運動習慣が実現するには，生涯にわたり運動が必要だと

いう理解が大切です。人間の一生と運動の意義についての理論を義務教育段階で装備しなければなりませ

ん。それが生きる力となります。運動の気持ちよさやゲームの楽しさ経験だけでは長持ちしません。いろい

ろな年齢段階で運動の持つ意味が変化します。そこを押さえることが学力形成の基本目標でしょう。そこを

起点として体育授業が構成されてくるでしょう。人間はスポーツだけで運動するわけではありません。生活

活動全体でからだを動かします。1日24時間，生涯にわたり，からだは運動を続けます。活動と休息を含め

て，よく機能し働く生活習慣を持続することが課題だと思います。そのような見通しの中で素晴らしい研究

授業・討議が展開されることが期待されます。そのような「授業の創造」が期待されます。充実して生きて

ゆくためには活発に動くこと，十分な活動と休息と栄養補給が求められます。そして人と人の関係もよくな

ければなりません。これを漢字では「働く」と書きます。「働く」は「人が良く動く」という組み立てで

す。授業でも運動種目に注目するだけでなく，準備運動や整理運動も大切な構成部分ですし，道具の準備や

片づけ，安全確認，児童生徒の学習集団の在り方も重要な内容です。これらで構成される身体的な練習場面

の形は習慣となって生涯に続いていきます。そのような意味での授業と確かな学力の確立が期待されるとこ

ろです。

　本大会の主題をめぐってさらに考察が展開されるでしょう。ここでは私の所感の一端を述べさせていただ

きました。

　最期になりますが，二日間にわたって行われるシンポジウムや公開研究授業・研究発表をもとに新しい学

習指導要領のさらに深い理解を進めるために，活発な討議が行われ，大きな成功を収め，全国各地に持ち帰

られることを期待して挨拶とさせていただきます。

ごあいさつ

財団法人日本学校体育研究連合会

会　長　 片　岡　暁　夫
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　全国から多数の体育関係者の方々をお迎えし，第49回全国学校体育研究大会を，ここ福岡において開催

できますことは誠に喜ばしく，御参加の皆様に心よりお礼申し上げます。

　さて，変化の激しい「知識基盤社会」の時代と言われる21世紀においては，確かな学力，豊かな心，健

やかな体の調和を重視した「生きる力」をはぐくむことが求められています。なかでも，体力は，人間が知

性を磨き，知力を働かせて活動していく源であるとともに，健康の維持のほか意欲や気力といった精神面の

充実に大きく関わっていることから，「生きる力」を支える上でたいへん重要な要素です。このあらゆる活

動の源になる体力を，子どもの時期からしっかりと身につけていくことは子どもの将来にとって必要不可欠

であります。

　近年，運動する子どもとそうでない子どもとの二極化傾向や，子どもの体力の低下傾向が懸念される中，

体育科・保健体育科の授業はもとより学校教育活動全体を通じて行われる体育に関する指導の工夫･改善及

びその充実を図っていくことが，私たちに課せられた大きな使命であり，その役割を十分に果たしていくこ

とが期待されています。

　このような中，先に告示された新学習指導要領の実施を目前に控えたこの時期に開催いたします福岡大会

では，大会主題を「運動の楽しさを味わわせ，体育的学力の確かな定着を図る体育授業の創造」と設定しま

した。これは，生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現する基礎を培い，各種の運動の楽しさや喜びを味

わわせながら個に応じた体力の向上を図るとともに，新学習指導要領に示された「技能」，「態度」，「知

識，思考・判断」などを「体育的学力」と設定し，それらをバランス良く身に付けさせることが重要である

と考えたためです。

　この主題のもと，幼児児童生徒の発達の段階を考慮しながら，指導内容の体系化を図り，「できる(技

能)」「わかる(知識)」「かかわる(態度)」喜びと，身に付けた体育的学力を活用する(思考・判断)喜びを十

分に味わわせることで，子ども自らが運動やスポーツを生活の一部として生涯にわたって継続していくこと

ができる体育授業について，研究発表及び公開授業により提案いたします。

　本日お集まりの皆様におかれましては，忌憚のない御意見，御指導をいただき，それぞれの所属における

諸課題とその解決方策等について十分に情報交換を行っていただきますとともに，その成果を活かし，今後

とも学校体育の充実に向けますます御活躍くださることを期待申し上げる次第です。

　終わりに，本研究大会を開催するにあたり，ひとかたならぬ御支援，御指導を賜りました文部科学省，財団

法人日本学校体育研究連合会をはじめ，関係諸機関，講師，指導助言者の皆様に厚くお礼申し上げますととも

に，この度，表彰を受けられます学校，指導者の皆様にお祝いと敬意を表しましてあいさつといたします。



第４９回全国学校体育研究大会福岡大会

開 催 要 項
１　趣　　旨

　我が国においては，社会環境や生活様式の変化などにより，運動の機会の減少や生活習慣の乱れが生じてきており，児童

生徒の体力低下が懸念されている。このため，精神的ストレスの発散など，心身の両面にわたる健康の保持増進や体力の向

上を図り，発達の段階を踏まえた体育学習を通して，生涯にわたり明るく豊かで活力ある生活を営む態度を形成することは

大きな意義がある。

　子どもの運動習慣の分散化傾向などが指摘されるなか，全ての児童生徒が個に応じて体力を高め，運動に親しむ資質や能力

を身に付けることができるよう，体育に関わる研究者などが一堂に会し，体育授業に関する研究成果の紹介やシンポジウムの

実施等を通じ，学校体育の充実方策について研究協議を行う。

　本大会では，先に告示された新学習指導要領の趣旨を踏まえ，主題を「運動の楽しさを味わわせ，体育的学力の確かな定

着を図る体育授業の創造」と設定した。

　これは，生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現する基礎を培い，各種の運動の楽しさや喜びを味わわせながら個に応

じた体力の向上を図るとともに，学習指導要領に示された「技能」，「態度」，「知識，思考・判断」などを，本大会では

「体育的学力」と設定し，それらをバランス良く身に付けさせることが重要であると考えたためである。

　この主題のもと，福岡県では，幼児児童生徒の発達の段階を考慮しながら，指導内容の体系化を図り，「できる(技能)」

「わかる(知識)」「かかわる(態度)」喜びと，身に付けた体育的学力を活用する(思考・判断)喜びを十分に味わわせること

で，大会主題の実現に向かっているところである。そこで，これまでの各研究実践校における研究・実践の成果を踏まえ，

公開授業並びに分科会において，主題に掲げる体育授業の在り方について提案するものである。

２　大会主題 「運動の楽しさを味わわせ，体育的学力の確かな定着を図る体育授業の創造」
　－幼児児童生徒の発達の段階を踏まえて－

３　主催・共催 文部科学省　財団法人日本学校体育研究連合会　福岡県教育委員会
福岡市教育委員会　久留米市教育委員会　春日市教育委員会
大野城市教育委員会　粕屋町教育委員会　福岡県学校保健体育研究会

４　主　　管 第49回全国学校体育研究大会福岡大会実行委員会

５　期　　日 平成22年11月18日（木）～平成22年11月19日（金）

６　会　　場 （1）全体会会場(第1日)　

（2）分科会会場(第2日)　

福岡サンパレス（福岡市博多区築港本町2-1）

幼　稚　園　第１分科会　粕屋町立大川幼稚園

小　学　校　第２分科会　福岡市立別府小学校

第３分科会　福岡市立長丘小学校

第４分科会　福岡市立草ヶ江小学校

第５分科会　大野城市立御笠の森小学校

第６分科会　久留米市立南薫小学校

第７分科会　福岡教育大学附属福岡小学校

中　学　校　第８分科会　福岡市立高宮中学校

第９分科会　福岡市立城南中学校

第10分科会  春日市立春日南中学校

第11分科会  福岡教育大学附属福岡中学校

高 等 学 校　第12分科会  福岡県立修猷館高等学校

第13分科会  福岡県立福岡工業高等学校

特別支援学校　第14分科会  福岡県立古賀特別支援学校
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７　参加対象

８　内　　容

（1）全国の幼稚園，小学校，中学校，高等学校，中等教育学校，特別支援学校の教員並びに
　　  保健体育行政関係者
（2）社会体育等の指導者及び大学等の研究者
（3）一般参加者

（1）全体会（第１日）
①　開 会 式
②　表 彰 式
③　基調報告
④　特別講演　「野球が教えてくれたもの」
　　　　　　　　講演者　王　　貞治（福岡ソフトバンクホークス株式会社取締役会長）
　　　　　　　　司　会　山田真由美（ＦＢＳ福岡放送アナウンサー）
⑤　解　　説　「新しい学習指導要領が目指す方向性」
　　　　　　　　　　　　佐藤　　豊（文部科学省スポーツ･青少年局企画・体育課教科調査官）
⑥　シンポジウム　「新学習指導要領実施を目前に控えた移行期における学校での取り組み」
　　　　コーディネーター　友添　秀則（早稲田大学スポーツ科学学術院教授）
　　　　シンポジスト　吉松　英樹（山口県山口市立良城小学校教諭）
　　　　　　　　　　　佐藤　正男（福岡県粕屋町立粕屋中学校主幹教諭）
　　　　　　　　　　　萩尾　英司（宮崎県教育庁スポーツ指導センター指導主事）
　　　　　　　　　　　日野　克博（愛媛大学教育学部准教授）

（2）分科会（第2日）
①　公開授業・保育
②　研究発表・研究協議
③　指導講評
④　閉 会 式

９　日　　程

10　参 加 費 5,000円

11　問い合わせ先 福岡大会実行委員会事務局〔福岡県体育研究所内〕
〒812‐0852　福岡市博多区東平尾公園2-1-4
TEL 080-3903-2529　FAX 092‐611‐1747

11
月
18
日

11
月
19
日

9:30

9:30 12:00 13:00 15:00

10:00 11:30 12:10 13:10 14:20 15:10 17:0010:40
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昼　

食
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導
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開
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昼　
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表彰式 特別講演

公開授業・保育 研究発表・研究協議

シンポジウム

※第２日（分科会）の日程は，会場により多少の違いがあります。
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開 会 式 次 第

1　開式のことば

　　　福岡大会実行委員会副会長 松　岡　恒　人

2　国歌斉唱

3　開会のあいさつ

　　　福岡大会実行委員会会長 栁　　　昭　博

4　主催者あいさつ

　　　文部科学省スポーツ・青少年局長 布　村　幸　彦

　　　財団法人日本学校体育研究連合会会長 片　岡　暁　夫

　　　福岡県教育委員会教育長 杉　光　　　誠

5　来賓祝辞

　　　福岡県知事 麻　生　　　渡

6　歓迎のことば

　　　福岡市長 吉　田　　　宏

7　次期開催県あいさつ

　　　長野県学校体育研究会会長 熊　谷　　　正

8　閉式のことば

　　　福岡大会実行委員会副会長 西　村　博　之
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主 催 ・ 共 催 団 体 関 係

■文部科学省
　　布　村　幸　彦　　スポーツ・青少年局長
　　藤　原　　　誠　　大臣官房審議官（スポーツ・青少年局担当）
　　有　松　育　子　　スポーツ・青少年総括官
　　山　口　　　敏　　スポーツ・青少年局　企画・体育課長
　　佐　藤　　　豊　　スポーツ・青少年局　企画・体育課　教科調査官
　　白　旗　和　也　　スポーツ・青少年局　企画・体育課　教科調査官

■財団法人日本学校体育研究連合会
　　片　岡　暁　夫　　会　　長
　　高　橋　健　夫　　副 会 長　　　　　　　本　村　清　人　　副 会 長
　　後　藤　一　彦　　理 事 長
　　友　添　秀　則　　常務理事　　　　　　　岡　出　美　則　　常務理事
　　菅　原　健　次　　常務理事　　　　　　　池　田　延　行　　常務理事
　　村　上　みな子　　常務理事　　　　　　　老　田　準　司　　常務理事
　　細　江　文　利　　参　　与　　　　　　　萩　原　　　奏　　参　　与
　　櫻　井　康　治　　参　　与　　　　　　　加　藤　正　克　　参　　与
　　田　中　美智子　　参　　与　　　　　　　手　打　和　明　　参　　与
　　古　川　浩　洋　　参　　与
　　奈　尾　　　力　　監　　事　　　　　　　関　　　毅　彦　　監　　事
　　寺　嶋　文　代　　事務局長　　　　　　　
　　
■福岡県教育委員会
　　杉　光　　　誠    教 育 長

■福岡市教育委員会
　　山　田　裕　嗣　　教 育 長

■久留米市教育委員会
　　堤　　　正　則　　教 育 長

■春日市教育委員会
　　山　本　直　俊　　教 育 長

■大野城市教育委員会
　　古　賀　宮　太　　教 育 長

■粕屋町教育委員会
　　大　塚　　　豊　　教 育 長

■福岡県学校保健体育研究会
　　栁　　　昭　博　　会　　長
　　松　岡　恒　人　　副 会 長　　　　　　　西　村　博　之　　副 会 長
　　春　本　文　昭　　副 会 長
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第49回全国学校体育研究大会

福 岡 大 会 実 行 委 員 会
役　　職

顧 問

参 与

会 長

副 会 長

常任委員

監 事

氏　　名
杉　光　　　誠
山　田　裕　嗣
堤　　　正　則
山　本　直　俊
古　賀　宮　太
大　塚　　　豊
一　木　信　治
佐々木　基　成
亀　岡　　　靖
遠　江　規　男
森　下　博　輝
梅　田　保　人
南　野　圭　史
吉　田　法　稔
家宇治　正　幸
黒　田　一　治
池　田　一　司
窪　田　俊　哉
田　中　和　彦
大　場　英　里
安河内　　　渉
栁　　　昭　博
松　岡　恒　人
西　村　博　之
春　本　文　昭
波多江　貴　志
内　海　敏　幸
木　下　正　信
陶　山　嘉　一
原　田　真　司
藤　井　隆　史
森　山　博　志
今　村　よし恵
石　田　　　剛
塩　田　一　彦
末　松　　　聰
武　田　健　児
相　部　保　美
岩　本　克　也
藤　原　孝　之
小　川　昇二郎
平　島　　　篤
島　居　良　法
本　村　政　夫
田　中　義　人
伊　藤　啓　二
篠　原　幹　浩
原　　　正　彦
杉　山　大　樹

福岡県教育委員会教育長
福岡市教育委員会教育長
久留米市教育委員会教育長
春日市教育委員会教育長
大野城市教育委員会教育長
粕屋町教育委員会教育長
福岡県小学校長会長
福岡県中学校長会長
福岡県公立高等学校長協会長
福岡県特別支援学校長協会長
福岡県教育庁教育振興部長
福岡県教育庁体育スポーツ健康課長
福岡県教育庁高校教育課長
福岡県教育庁義務教育課長
福岡県教育庁福岡教育事務所長
福岡県教育庁北筑後教育事務所長
福岡市教育委員会学校指導課長
久留米市教育委員会学校教育課長
春日市教育委員会学校教育課長
大野城市教育委員会学校教育課長
粕屋町子ども未来課長
福岡県学校保健体育研究会長
福岡県小学校体育研究会長
福岡県中学校保健体育研究会長
福岡県高等学校保健体育研究部会長
福岡県中学校保健体育研究会
福岡県高等学校保健体育研究部会
福岡県小学校体育研究会
福岡県小学校体育研究会
福岡県中学校保健体育研究会
福岡県中学校保健体育研究会
福岡県高等学校保健体育研究部会
福岡県高等学校保健体育研究部会
福岡県特別支援学校知的障害教育校体育連盟
福岡県特別支援学校知的障害教育校体育連盟
国公立幼稚園教育研究会長
福岡県小学校体育研究会
福岡教育大学　教授
福岡県教育庁体育スポーツ健康課課長補佐
福岡県教育庁体育スポーツ健康課主任指導主事
福岡県教育庁体育スポーツ健康課総括指導主事
福岡市教育委員会学校指導課主任指導主事
福岡市教育委員会学校指導課指導主事
久留米市教育委員会学校教育課指導主任
春日市教育委員会学校教育課指導主事
大野城市教育委員会教育指導室教育指導室長
粕屋町教育委員会学校教育課指導主事
福岡県教育庁財務課課長補佐
福岡県学校保健体育研究会監事

福岡市立住吉小学校　校長
宇美町立宇美中学校　校長
福岡県立修猷館高等学校　校長
福岡県立特別支援学校「福岡高等学園」校長

福岡県立八幡南高等学校　校長
福岡市立四箇田小学校　校長
福岡市立当仁中学校　校長
福岡県立西田川高等学校　校長
福岡市立老司中学校　教諭
福岡県立春日高等学校　教諭
福岡市立下山門小学校　校長
春日市立天神山小学校　教諭
福岡市立次郎丸中学校　教諭
春日市立春日西中学校　教諭
福岡県立糸島高等学校　教諭
福岡県立香住丘高等学校　教諭
福岡県立直方養護学校　教諭
福岡県立特別支援学校「北九州高等学園」教諭
福岡教育大学付属幼稚園　副園長
福岡市立香椎小学校　校長

福岡市立原北小学校　校長

所　属　及　び　職　等
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役　　職

委 員

氏　　名
落　合　純　哉
奥　原　広　志
青　木　哲　也
八　尋　文　枝
田　中　真智子
村　川　清　敏
大　跡　克　史
岸　本　　　洋
村　上　行　正
窪　　　淳　朗
休　徳　一　郎
小　林　 　　剛
平　井　源　樹
良　永　優理子
大　隈　知　子
佐々木　壮一朗 
毛　利　拓　也
中　村　　　浩
阿　武　正　俊
児　島　徳　隆
吉　村　由美子
扇　　　弘　行
下　野　六　太
坂　田　正　雄
深　川　成　浩
亀　岡　　　靖
鈴　木　須美子
野見山　秀　樹
犬　丸　嘉　章
江　島　玲　子
井　神　秀　展
小　宮　雅　弘
岩　城　一　磨

福岡県教育庁義務教育課指導主事
福岡県特別支援学校知的障害教育校体育連盟会長
北九州市教育委員会指導第二課指導主事
粕屋町立大川幼稚園長
粕屋町立大川幼稚園主任
福岡市立別府小学校長
福岡市立別府小学校教諭
福岡市立長丘小学校長
福岡市立長丘小学校教諭
福岡市立草ヶ江小学校長
福岡市立草ヶ江小学校教諭
大野城市立御笠の森小学校長
大野城市立御笠の森小学校教諭
久留米市立南薫小学校長
久留米市立南薫小学校教諭
福岡教育大学附属福岡小学校副校長
福岡教育大学附属福岡小学校教諭
福岡市立高宮中学校長
福岡市立高宮中学校教諭
福岡市立城南中学校長
福岡市立城南中学校教諭
春日市立春日南中学校長
春日市立春日南中学校教諭
福岡教育大学附属福岡中学校副校長
福岡教育大学附属福岡中学校教諭
福岡県立修猷館高等学校長
福岡県立修猷館高等学校教諭
福岡県立福岡工業高等学校長
福岡県立福岡工業高等学校教諭
福岡県立古賀特別支援学校長
福岡県立古賀特別支援学校教諭
福岡県教育庁福岡教育事務所教育指導室指導主事
福岡県教育庁北筑後教育事務所教育指導室指導主事

福岡県立直方養護学校　校長　

所　属　及　び　職　等

役　　職
事務局長

事務局次長

事務局員

氏　　名
荒　木　和　謙
是　枝　高　司
中　島　健　二
山　本　秀　史
稲　富　　　勉
幾　竹　浩　子
藤　田　弘　美
髙　田　竜　也
松　延　　　聡
中　尾　真樹子
中　村　満喜子

福岡県体育研究所　所長
福岡県体育研究所　参事兼次長
福岡県体育研究所　総括指導主事
福岡県教育庁体育スポーツ健康課　指導主事

福岡県体育研究所　指導主事

福岡県体育研究所　主任主事

所　属　及　び　職　等

事　　務　　局
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福岡大会運営役員〔全体会〕
式典部

森　山　博　志
森　山　徳　浩
水　上　邦　子
玉　江　俊　樹
林　　　昭　彦
山　根　史　子
長谷川　誠　一
野　田　和　美
花　田　　　保
持　永　雄　亮
緒　方　三　幸
元　嶋　玲　子
高　崎　佳　奈
吉　田　孝　彦
谷　　　慎　介
田　志　奈　美
石　橋　和　子
三　好　敬　子
平　田　典　子
門　岡　　　弘
内　田　ひろみ
近　藤　伸　子
藤　吉　範　子
佐　藤　裕　美
青　木　早穂子
林　田　有　里
秋　田　康　博
内　田　登美子
高　野　道　子
金　子　豊　子
小野山　大　寿
椋　本　泰　子
末　吉　　　薫
久　保　智　章

糸島高等学校
春日高等学校
筑豊高等学校
育徳館高等学校
門司大翔館高等学校
小倉南高等学校
戸畑高等学校
八幡高等学校
八幡南高等学校
明治学園高等学校
宗像高等学校
光陵高等学校
玄界高等学校
新宮高等学校
福岡魁誠高等学校
香椎高等学校
福岡高等学校
筑紫丘高等学校
福岡中央高等学校
太宰府高等学校
福岡農業高等学校
武蔵台高等学校
福翔高等学校
古賀竟成館高等学校
筑紫女学園高等学校
福岡工業大学附属城東高等学校
大川樟風高等学校
三池工業高等学校
ありあけ新世高等学校
筑後特別支援学校
田川高等学校
嘉穂高等学校
直方高等学校
鞍手竜徳高等学校

【部　　長】
【式典主任】
【接待主任】
【運営役員】

今　村　よし恵
鳥　飼　知　子
竹　本　光一郎
中　野　壽　子
徳　丸　陽　子
大　庭　晃　一
永　石　久美子
西　川　　　崇
梅　田　　　治
東　　　美智子
中　村　英　行
村　田　裕　介
牛　島　由美子
安　永　美智代
中　村　智　恵
小　森　裕　造
本　田　竜　大
松　村　友　孝
竹　田　博　美
富　山　良　子
今　井　薫美子
藤　武　裕　司
川　上　夏岐子
長　通　亜　矢
古　賀　あ　や
江　藤　結　香
角　　　政　浩
杉　野　一　昭
時　津　正　隆
宮　崎　永　司
高　木　雄一郎
日　高　祐　次
佐々木　幹　雄
中　野　光　陽

香住丘高等学校
柏陵高等学校
筑紫女学園高等学校
京都高等学校
門司大翔館高等学校
北九州高等学校
若松商業高等学校
八幡中央高等学校
東筑高等学校
慶成高等学校
宗像高等学校
水産高等学校
新宮高等学校
福岡魁誠高等学校
須恵高等学校
香椎高等学校
福岡高等学校
筑紫丘高等学校
春日高等学校
太宰府高等学校
筑紫中央高等学校
糸島高等学校
福岡女子商業高等学校
福岡大学附属大濠高等学校
博多女子中学高等学校
福岡雙葉高等学校
三池高等学校
三池工業高等学校
浮羽究真館高等学校
久留米学園高等学校
田川科学技術高等学校
嘉穂高等学校
筑豊高等学校
大和青藍高等学校

【副 部 長】
【受付主任】
【設営主任】

事業部
原　田　真　司
堀　　　　　愛
近　藤　隆　太
石　田　　　龍
高　杢　真　一
中　村　智　和
村　田　浩　一
奥　畑　博　幸
今　川　嘉津磨
青　木　康　宏
川　波　由　臣
小　下　　　剛
福　井　慎　也
片　岡　勝　信

次郎丸中学校
筑紫丘中学校
玄洋中学校
北崎中学校
下山門中学校
片江中学校
高須中学校
菊陵中学校
岡垣中学校
田川鎮西中学校
城島中学校
築城中学校
泉中学校
古賀北中学校

【部　　長】
【運営役員】

藤　井　隆　史
永　野　主　税
八重岡　武　士
赤　池　　　潤
井　上　真　梨
石　井　洋　安
甲　斐　富美子
矢　野　千加史
佐　藤　祐　樹
須　田　新之介
高　松　智　也
山　本　康　成
中　野　文　夫
大　島　希　祥

春日西中学校
玄洋中学校
友泉中学校
下山門中学校
片江中学校
原北中学校
花尾中学校
直方第二中学校
稲築東中学校
北野中学校
荒木中学校
今元中学校
春日東中学校
志摩中学校

【副 部 長】

編集部
石　田　　　剛
野　上　智　恵
藤　井　慶　太

直方養護学校　
福岡高等学園
嘉穂特別支援学校

【部　　長】
【運営役員】

塩　田　一　彦
牟　田　信　行

北九州高等学園
小郡特別支援学校

【副 部 長】
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福岡大会運営役員〔分科会〕
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分 科 会 一 覧

幼
稚
園

特
別
支

援
学
校

小

学

校

中

学

校

高

等

学

校

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

会 　 場 研 　 究 　 主 　 題

粕屋町立
　大川幼稚園

福岡市立
　別府小学校

福岡市立
　長丘小学校

福岡市立
　草ヶ江小学校

大野城市立
　御笠の森小学校

久留米市立
　南薫小学校

福岡教育大学附属
　福岡小学校

福岡市立
　高宮中学校

福岡市立
　城南中学校

春日市立
　春日南中学校

福岡教育大学附属
　福岡中学校

福岡県立
　修猷館高等学校

福岡県立
　福岡工業高等学校

福岡県立
　古賀特別支援学校

心身ともにたくましい幼児を育てる運動的な遊び
　－友達と一緒に心と体を弾ませ，遊びを広げる環境の工夫－

自ら運動をつくる子どもを育てる体育の学習指導
　－「考える・やってみる」課題解決活動を通して－

運動の楽しさを味わい基本的な動きを身に付ける体育学習
　－ゲーム・ボール運動領域における教材化の工夫を中心に－

運動の楽しさを味わいながら，知識や身体能力を高め合う体育学習
　－コミュニケーション活動を生かした学習指導過程の工夫を通して－

運動の楽しさを味わい，自ら課題を解決する子どもの育成
　－子どもの実態に応じ，評価を踏まえた指導・支援の工夫を通して－

価値ある動きを追求する体育科学習
　－状況に応じた比較活動を位置付けた活動構成－

体育的学力の確かな定着を目指した，「わかってできる」体育授業
　－知識と技能を関連させた学習を通して－

基礎･基本の定着を図る体育学習指導の在り方
　－習得した知識・技能を生かす活用型の学習を通して－

運動の楽しさを実感し，自ら運動に取り組む，意欲的な児童生徒
を育てる体育授業

共に学び，生きる力をはぐくむ体育授業の創造
　－失敗と成功のサイクルを積み上げる楽しさのステップアップ－

運動の特性や魅力に応じた体育的学力をはぐくむ体育授業
　－運動の系統性を踏まえた授業展開の工夫－

運動する楽しさにふれ，よさを発揮できる子どもを育む体育学
習の創造
　－感動体験を味わうことができる陸上運動・体つくり運動を通して－

運動する楽しさを味わいながら，自分の心や体の成長を感じる子
どもをめざして
　－「体つくり運動」の学習過程に即した支援の在り方を通して－

仲間とともに課題を発見し解決を図る活動を通して，確かな運
動技能の定着をめざす体育の学習指導の在り方
　－視聴覚機器の活用を通して－
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公 開 授 業・保 育　②公 開 授 業・保 育　① 指 導 助 言 者

○４歳児「自分の思いを出しながら，友達と一緒に体を動かして遊ぶ」

○５歳児「友達と一緒に，イメージを広げながら伸び伸びと体を動かして遊ぶ」

○ゲーム

　第４学年「ゴール型ゲーム」

○球　技

　第１学年「ネット型」

○ダンス

　第３学年「現代的なリズムのダンス」

○器械運動

　第３学年「マット運動」

○武　道

　第１学年「柔道」

○ダンス

　第２学年「創作ダンス」

○武　道

　第１学年「柔道」

○跳の運動
　第４学年「高跳び」
○体つくり運動
　第５学年「体力を高める運動」

○体つくり運動
　第３学年「多様な動きをつくる運動」
○体つくり運動
　第５学年「体力を高める運動」

○ゲーム　第１学年「ボールゲーム」
○ゲーム　第２学年「鬼遊び」
○保　健　第３学年「毎日の生活と健康」

○基本的な運動
　小学部　第５，６学年
「マット運動」

○器械運動

　第６学年「跳び箱運動」

○ゲーム
　第１学年「ボールゲーム」
○ゲーム
　第３学年「ゴール型ゲーム」

○ボール運動

　第６学年「ネット型」

○表現運動

　第５学年「表現」

中村学園大学

　教　授　田　中　浩　子

宇都宮大学

　教　授　加　藤　謙　一

愛媛大学

　准教授　日　野　克　博

早稲田大学

　専任講師　吉　永　武　史

鳴門教育大学

　准教授　藤　田　雅　文　

東京学芸大学

　教　授　松　田　恵　示

福岡教育大学

　教　授　相　部　保　美

茨城大学

　准教授　加　藤　敏　弘

筑波大学

　教　授　村　田　芳　子

東京学芸大学

　准教授　水　島　宏　一

福岡教育大学

　准教授　本　多　壮太郎

鹿児島大学

　准教授　廣　瀬　勝　弘

香川大学

　教　授　山　神　眞　一

筑波大学

　准教授　齊　藤　まゆみ

○球　技

　第２学年「ベースボール型」

○武　道

　第１学年「柔道」

○球　技

　第３学年「ゴール型」

○球　技

　第１学年「ゴール型」

○陸上運動
　第６学年「走り高跳び」
○体つくり運動
　第１学年「多様な動きをつくる運動遊び」

○ゲーム
　第４学年「ネット型ゲーム」
○体つくり運動
　第６学年「体力を高める運動」

○ゲーム　第４学年「ネット型ゲーム」
○ボール運動　第５学年「ゴール型」
○保　健　第６学年「病気の予防」

○球　技
　中学部　第２学年
「ロケット風船を投げよう」

○体育理論
　第１学年「スポーツの歴史，文化的特性
　　　　　 や現代のスポーツの特徴」

○器械・器具を使っての運動遊び
　第２学年「跳び箱を使った運動遊び」
○表現運動　第５学年「表現」
○保健　第４学年「育ちゆく体とわたし」
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